
２０１５年

NO. 43
２月２３日

●地方では６０歳以降も働きたくても職場が無
　ければ辞めざるを得ない。社員のモチベー
　ションや、技術継承・人材育成の観点からも
　６５歳定年制を検討すべき。

●勤務変更については業務の性質上理解はする
　が、勤務の管理をしっかり行い、そのルール
　に基づいた運用と徹底をグループ会社含めて
　厳格な対応を求める。

●「任意に変更しない」に基づいて、変更のルー
　ルがある。社員の生活設計を前提として、労働
　時間管理含め、いろんな場面で発信しているが
　引き続き伝えていく。

●良い制度があっても取りづらい環境・空気は
　作ってはならない。制度が活用されるよう求
　める。

●ダイバーシティの推進で色々な働き方が増えて
　来る現状で、それを理解し受け入れることは重
　要。社員の声を聞きながら進めていきたい。

●現行のエルダー制度の問題含めて、各地方と
　真剣に議論し、検討した上での話であり、今
　意見交換をしているところである。

［ 休職 ］

［ 退職・解雇 ］

［ 勤務 ］

【 具体的要求 】


